























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































辮繍一」--- 鰯繍繍{}蝋＃ ’ 
治安維持法は思想立法としての機能のみならず、治安立法としての役割を兼ねていた。その運用の掌に当る当局
、
Ｔ
は、前者の面では、司法省と文部省であり、後者の面では内務省であったが、い雫つれにしても、治維法が体制への批
、
、
判や反対運動の抑圧をはかりつつも、その保護さる鶴へき法益が果して何であるかについてはついに》」れを明らかに
しえなかったといえる。そして、それはぼんらい思想立法のもつ根本的かつ共通的な性格からいって当然のことな
のである。このような立法が一度、成立した時は、それ自体、反体制的要素を含む労働運動は、もはや、いかなる
意味でも国家権力から安泰たりえないということは、治維法二○年の歴史の如実に示すところである。
かくして、一般的にいえば、法の番人たる司法当局者に人権思想や民主主義思想が欠如し、大衆運動や労働運動
が社会の発展法則としての民主々義の支柱になるという事実をかれらが認識しえなかったところに、かれらをして
やがて法治主義そのものを否定するファシズムに対する理論的抵抗を全く断念せしめた原因を求めることができる
よ』フに思われる。
（１）たとえば組合の機関紙またパンフレットの発行は出版法、新聞紙法により発売、頒布の禁止または差押の行政処分と違
反に対する処罰である司法処分の二重の制約を豪ったがとりわけ「安寧秩序を妨害する」という理由による行政処分が最も
大きな言論の抑圧となった。ところで、安寧秩序の妨害とは「広く公共の平和を害し、社会の組織を撹乱する虞あること」
と解されていた。治維法の解釈はこのような公共性や社会組織の解釈についての基本的立場を提供する役割を果したのであ
る。
、
、
、
（２）当局者「によって労働運動の健全化を目的とする労資協調政策が打ち出されるのは一般に、弾圧思想政策が樹立された以
後のことである。
、
、
（３）昭和四年から七年頃まで多数の穣牲者を出した小学校教員事件は一般使用人組合という全協傘下の組織との関係におい
て大たい的にけん伝されたもので、当局の思想対策の一端を露骨に示す事件であった。
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（４）裁判所は法律審査権をもたないものとされていたｐ治維法が明治憲法の保障する臣民の人権を侵害するものとして違憲
の疑いがあるかどうかということは初めから問題にされたことがなかった。治維法違反容疑として起訴された者を裁判所が
実質上無罪とした例はきわめて少い。
（５）一一一宅判事は「治安維持法の何たるやを解決する重大な責任は裁判官の肩上にある。もし裁判官が青年子弟の思想に理解
がなくその心情に洞察を欠くときは純真熱血の青年を駆ってその終世を葬らしむることなきを保し難い。国民は特にこの点
に留意して裁判官の裁判に対し監視を慨ってはならない」と悟した。（現代法学全集一一一八巻「治安維持法」）。しかし国民に
はその裁判を監視する途が開かれていたであろうか。
（６）司法部赤化事件とは昭和八年二月長崎地裁判事為成頭之助外六名の司法職員が共産党シンパあるいは資金供与の容疑で
検挙された事件である。このセンセ１ショナレな事件が治維法改正強化に果した影響力は大きい。本件に関する大審院判例
検挙された事件である。この」
は昭九、一一、一第一刑事部。
